
『Cloud Book』 

黒沢清・渡邊琢磨 著 

９月 30 日発売 
『Chime』、『蛇の道』と立て続けに監督作が公開され、6月にはフランスの芸術文化勲章オフィシエも受勲、 

名実ともに日本を代表する映画監督として国内外での目覚ましい活動を続ける黒沢清。 

そしてさらに、菅田将暉主演の最新作『Cloud クラウド』が 9月 27日に公開される。 

ネットでの転売業という現代的な職業を生業とする男を主人公にした、 

生きることの闇とその闇の中でうごめく人々に光を当てたクールで幻のようなアクション映画である。 

 

そのシナリオとサウンドトラック CDをひとつにまとめ、 

その補助線として黒沢清とサウンドトラックの作者である渡邊琢磨のインタビューを収録した本書は、 

文字と音楽と言葉によって『Cloud クラウド』という謎に満ちた闇の世界の向こう側を 

観て感じるための貴重な書籍＆CDセットである。 

 

内容 

 書籍 『Cloud クラウド』シナリオ（撮影稿）／黒沢清インタビュー／渡邊琢磨インタビュー 

CD  『Cloud クラウド』サウンドトラック 

 

プロフィール 

黒沢清（くろさわ・きよし） 

1955 年、兵庫県出身。『神田川淫乱戦争』（83）で商業映画デビュー。『CURE』（97）で国際的に注目を集め、『回

路』（01）が第 54 回カンヌ国際映画祭国際映画批評家連盟賞を受賞。以降も途切れることなく監督作を発表し続け

『スパイの妻』（20）で第 77 回ヴェネツィア国際映画祭銀獅子賞を受賞する。2024 年には、『Chime』、フランス

製作の『蛇の道』、そしてオリジナル脚本による『Cloud クラウド』の 3 作品が立て続けに公開された。 

 

渡邊琢磨（わたなべ・たくま） 

1975 年、宮城県仙台市出身。高校卒業後、米バークリー音楽大学へ留学。帰国後、国内外のアーティストと多岐

にわたり活動。自身の活動と並行して映画音楽も手がける。近年の作品には、染谷将太監督『まだここにいる』(19)、

山中瑶子監督『ナミビアの砂漠』(24)、黒沢清監督『Chime』(24)、などがある。 
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［製作・発売：株式会社 boid 

番線印 ご注文 発行：boid 分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   冊 

Cloud Book 

黒沢清・渡邊琢磨 著 

   A5 判 並製本 

   本文 80 ページ 

   CD付きボックスセット 

   定価：本体 3,200 円＋税 

新刊 ISBN 978-4-9912391-3-7 

 

音楽・映画 

ご担当 

 

     様 

出荷条件： 

 返品条件付 

注文扱い 

ご注文・お問合せは JRC へ お申し込み FAX 03-3294-2177 

 JRC 〒101-0051 東京都千代田区神田神保町 1-34 風間ビル１F 

      TEL：03-5283-2230 E-mail：info@JRC-book.com          詳細：www.boid-s.com 

＊全ての取次ぎへの出荷可能です。 

http://www.boid-s.com/

